
別
表
第
一
の
七
十
一
の
六
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七
十
一
の
六

削
除

別
表
第
一
の
七
十
一
の
八
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七
十
一
の
八

削
除

別
表
第
二
の
五
の
四
の
項
中
「
里
親
の
認
定
」
の
下
に
「
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
ハ
の
児
童
及
び
そ
の

家
庭
に
つ
い
て
の
調
査
及
び
判
定
」
を
加
え
、
同
表
の
五
の
十
三
の
項
第
一
号
中
「
身
体
障
害
者
福
祉
法
」
の
下
に

「（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）」を
加
え
、
同
表
中
五
の
三
十
三
の
項
を
五
の
三
十
四
の
項
と
し
、
五

の
十
八
の
項
か
ら
五
の
三
十
二
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
表
の
五
の
十
七
の
項
中「（
昭
和
三
十
五
年
法

律
第
三
十
七
号
）」を
削
り
、
同
項
を
同
表
の
五
の
十
八
の
項
と
し
、
同
表
の
五
の
十
六
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。五

の
十
七

指
定
都
市
又
は
中
核
市

の
長

知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
に
よ
る

同
法
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
ハ
の
知
的
障
害
者
の
判
定
に
関
す
る

事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
三
の
七
の
二
の
項
中
「
里
親
の
認
定
」
の
下
に
「
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
ハ
の
児
童
及
び
そ
の

家
庭
に
つ
い
て
の
調
査
及
び
判
定
」
を
加
え
、
同
表
中
七
の
二
十
の
項
を
七
の
二
十
一
の
項
と
し
、
七
の
十
の
項
か

ら
七
の
十
九
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
七
の
九
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

七
の
十

都
道
府
県
知
事

知
的
障
害
者
福
祉
法
に
よ
る
同
法
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
ハ
の
知

的
障
害
者
の
判
定
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も

の

別
表
第
四
の
四
の
四
の
項
中
「
里
親
の
認
定
」
の
下
に
「
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
ハ
の
児
童
及
び
そ
の

家
庭
に
つ
い
て
の
調
査
及
び
判
定
」
を
加
え
、
同
表
中
四
の
三
十
三
の
項
を
四
の
三
十
四
の
項
と
し
、
四
の
十
七
の

項
か
ら
四
の
三
十
二
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
四
の
十
六
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

四
の
十
七

指
定
都
市
又
は
中
核
市

の
長

知
的
障
害
者
福
祉
法
に
よ
る
同
法
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
ハ
の
知

的
障
害
者
の
判
定
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も

の

第
二
十
八
条

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
四
十
四
の
四
の
項
を
四
十
四
の
七
の
項
と
し
、
四
十
四
の
三
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

四
十
四
の
四

国
税
審
議
会

税
理
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
七
号
）
に
よ
る
同
法

第
十
二
条
第
一
項
の
税
理
士
試
験
の
執
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て

総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

四
十
四
の
五

日
本
税
理
士
会
連
合

会

税
理
士
法
に
よ
る
同
法
第
十
八
条
の
税
理
士
の
登
録
に
関
す
る
事
務

で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

四
十
四
の
六

国
税
庁

税
理
士
法
に
よ
る
同
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
税
理
士
又
は
税
理
士

法
人
に
対
す
る
報
告
の
徴
取
又
は
質
問
若
し
く
は
検
査
に
関
す
る
事

務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
一
中
五
十
七
の
五
の
項
を
五
十
七
の
二
十
一
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

五
十
七
の
二
十
二

厚
生
労
働
省

栄
養
士
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）
に
よ
る
同
法

第
二
条
第
三
項
の
管
理
栄
養
士
の
免
許
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総

務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
一
中
五
十
七
の
四
の
項
を
五
十
七
の
二
十
の
項
と
し
、
五
十
七
の
三
の
項
を
五
十
七
の
十
九
の
項
と
し
、

五
十
七
の
二
の
項
を
五
十
七
の
十
八
の
項
と
し
、
五
十
七
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

五
十
七
の
二

厚
生
労
働
省

医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号
）
に
よ
る
同
法
第
二
条

の
医
師
の
免
許
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

五
十
七
の
三

厚
生
労
働
省

歯
科
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
二
号
）
に
よ
る
同
法
第

二
条
の
歯
科
医
師
の
免
許
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定

め
る
も
の

五
十
七
の
四

厚
生
労
働
省

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
に

よ
る
同
法
第
七
条
第
一
項
の
保
健
師
の
免
許
、
同
条
第
二
項
の
助
産

師
の
免
許
又
は
同
条
第
三
項
の
看
護
師
の
免
許
に
関
す
る
事
務
で
あ

つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

五
十
七
の
五

厚
生
労
働
省

看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第

八
十
六
号
）
に
よ
る
同
法
第
九
条
第
一
項
の
都
道
府
県
に
よ
る
看
護

師
等
の
資
質
の
向
上
及
び
就
業
の
促
進
の
た
め
の
取
組
の
支
援
に
関

す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

五
十
七
の
六

厚
生
労
働
省
又
は
歯

科
衛
生
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法

律
第
二
百
四
号
）
第
八
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
指
定
登
録
機
関

歯
科
衛
生
士
法
に
よ
る
同
法
第
三
条
の
歯
科
衛
生
士
の
免
許
に
関
す

る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

五
十
七
の
七

厚
生
労
働
省

診
療
放
射
線
技
師
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
に

よ
る
同
法
第
三
条
の
診
療
放
射
線
技
師
の
免
許
に
関
す
る
事
務
で
あ

つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

五
十
七
の
八

厚
生
労
働
省
又
は
歯

科
技
工
士
法
（
昭
和
三
十
年
法
律

第
百
六
十
八
号
）
第
九
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
指
定
登
録
機
関

歯
科
技
工
士
法
に
よ
る
同
法
第
三
条
の
歯
科
技
工
士
の
免
許
に
関
す

る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

五
十
七
の
九

厚
生
労
働
省

臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
六

号
）
に
よ
る
同
法
第
三
条
の
臨
床
検
査
技
師
の
免
許
に
関
す
る
事
務

で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

４

転
入
予
定
地
市
町
村
長
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
転
出
届
を
し
た
者
が
当
該
転
入
予
定
地
市
町

村
長
に
最
初
の
転
入
届
又
は
最
初
の
世
帯
員
に
関
す
る
転
入
届
（
次
項
に
お
い
て「
最
初
の
転
入
届
等
」と
い
う
。）

を
す
る
こ
と
な
く
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
つ
た
日
か
ら
政
令
で
定
め
る
期
間
が
経
過
し
た
と
き
は
、
同

項
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
事
項
を
消
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
条
の
十
五
第
三
項
中
「
第
八
条
」
の
下
に
「
、
第
十
一
条
」
を
、「
第
十
三
条
」
の
下
に
「
、
第
十
五
条
第

二
項
、
第
十
六
条
の
七
、
第
十
六
条
の
十
、
第
十
六
条
の
十
一
、
第
十
六
条
の
十
四
第
二
項
」
を
、「
第
十
八
条
第
四

項
」
の
下
に
「
及
び
第
五
項
」
を
加
え
、「
及
び
第
三
十
四
条
第
二
項
」
を
「
、
第
三
十
四
条
第
二
項
、
第
三
十
五
条

の
七
、
第
三
十
五
条
の
十
、
第
三
十
五
条
の
十
四
第
二
項
並
び
に
第
三
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中

「
第
八
条
第
二
項
」
の
下
に
「
及
び
第
十
六
条
の
二
」
を
加
え
る
。

別
表
第
五
第
八
号
の
二
中
「
里
親
の
認
定
」
の
下
に
「
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
ハ
の
児
童
及
び
そ
の
家

庭
に
つ
い
て
の
調
査
及
び
判
定
」
を
加
え
、
同
表
第
九
号
の
六
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九
の
七

知
的
障
害
者
福
祉
法
に
よ
る
同
法
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
ハ
の
知
的
障
害
者
の
判
定
に
関
す
る
事
務

で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の


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